
チェック項⽬ はい どちらとも
いえない いいえ ⼯夫している点

課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容⼜は改善⽬標

1
利⽤定員が指導訓練室等スペースとの関
係で適切である

100%

基準に則したス
ペースを確保して
いる。クールダウ
ンの部屋も準備し
ている。

今後も⼦どもの成⻑に伴い、個々の特性に応
じて対応していく。利⽤定員に応じて、園庭
の活⽤もしていく。

2 職員の配置数は適切である 100%

基準の⼈員配置を
⾏っているが、活
動内容によって
は、個別対応や応
援職員の依頼をし
ている。

配置数は適切でも、⼦どもの動きに合わせて
職員が連携して取り組む。

3
事業所の設備等について、バリアフリー
化の配慮が適切になされている

100%

段差のないバリア
フリーで、トイレ
は⾞いす対応にし
ている。また、各
所に⼿すりも設置
している。

柱の⾓など危険個所には、安全ガードを施し
ているが、⼦どもがはがすことがあるため、
その都度確認して対処する。

4
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（⽬標設定と振り返り）に、広く職員が
参画している

100%

その⽇のミーティ
ングで、⽀援の振
り返りを全職員で
⾏っている。

毎⽉の職員会議でも取り組んでいる業務改善
についても⾒直していく。

5
保護者等向け評価表を活⽤する等により
アンケート調査を実施して保護者等の意
向等を把握し、業務改善につなげている

100%

保護者へのモニタ
リングや⾯談等
で、対応してい
る。ニーズに対し
て、前向きに検討
している。

今後も⾃⼰評価表アンケートで得た意⾒を踏
まえて検討し、できるだけ迅速に前向きに対
処していく。

6
この⾃⼰評価の結果を、事業所の会報や
ホームページ等で公開している

100%

ホームページにて
公開したり、事業
所内に掲⽰したり
している。園便り
で、そのお知らせ
をしている。

園だよりで、公表結果をお知らせして、ニー
ズに対して迅速に対応してよりよい運営を築
いていく。意⾒が出た場合は、全職員で検討
していく。

7
第三者による外部評価を⾏い、評価結果
を業務改善につなげている

88% 12%

法⼈で第三者委員
を設置しており、
何かあれば対応す
る体制は整えてい
る。

第三者による外部評価としてはまだ実施して
いないが、他事業所の評価の情報共有をしな
がら全職員で⼗分検討し、改善していく。

8
職員の資質の向上を⾏うために、研修の
機会を確保している

100%

法⼈内研修や事業
所内研修をはじ
め、外部研修にも
できる限り職員を
参加させるように
している。

今まで参加できていない外部研修にも積極的
に参加できるようにしていく。また、コロナ
対策のZoom会議にも対応していく。
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チェック項⽬ はい どちらとも
いえない いいえ ⼯夫している点

課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容⼜は改善⽬標

9

アセスメントを適切に⾏い、⼦どもと保
護者のニーズや課題を客観的に分析した
上で、放課後等デイサービス計画を作成
している

100%

保護者との⾯談を
通して、アセスメ
ントを把握し、⽀
援会議にて計画内
容を吟味し、作成
している。

ニーズや課題を整理・分析をして、具体的に
取り組み、特に、客観的に分析した内容を丁
寧に伝えていく。アセスメント把握には、ア
セスメントシートに記⼊をしてもらう⼯夫を
する。

10
⼦どもの適応⾏動の状況を把握するため
に、標準化されたアセスメントツールを
使⽤している

100%

保護者にも記⼊し
て頂いたアセスメ
ントシートを職員
間で確認しなが
ら、ケース検討会
議で問題点を検討
している。

当園では、標準化されたアセスメントツール
は使⽤していないが、療育センターなどで検
査した発達検査（WISCなど）の結果を教え
ていただき、今後の⽀援に取り組んでいくよ
うにする。

11
活動プログラムの⽴案をチームで⾏って
いる

100%

毎⽉の職員会議
で、活動プログラ
ムを⽴案・計画し
て取り組んでい
る。季節感や利⽤
児の個性や実態に
即した内容にして
いる。

今後、マンネリ化にならないよう、いろいろ
な情報や知識を駆使して、季節感や⼦どもの
個性や能⼒に応じて内容を展開していく。ま
た、他事業所の活動内容など情報共有して、
幅を広げる。

12
活動プログラムが固定化しないよう⼯夫
している

100%

マンネリにならな
いように昨年の取
り組みの振り返り
と利⽤児の個性・
実態に即して内容
を進化していくよ
うにしている。ま
た、利⽤児の意⾒
も取り上げるよう
にしている。

⼦どもの特性に応じて、⼦どもたちの話し合
いで意⾒を取り⼊れ、SST（ソーシャルト
レーニング）を充実して満⾜できるようにし
ていく。

13
平⽇、休⽇、⻑期休暇に応じて、課題を
きめ細やかに設定して⽀援している

100%

⻑期休暇の状況に
応じて、個々の課
題を設定してい
る。また、⻑期休
暇時にしかできな
いお出掛けを実施
している。

⼦どもの実態に即して、課題を検討してい
く。特に、健康管理や体⼒向上を踏まえて、
体を動かす活動（散歩やボール遊びなど）を
取り⼊れていく。

14
⼦どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせて放課後等デイ
サービス計画を作成している

100%

毎⽇のプログラム
の中に、個別活動
と集団活動を取り
⼊れて対応してい
る。集団活動は、
個々の特性に応じ
て対応している。

個別活動では、個々の能⼒や特性を⾒極め、
本⼈の興味ある活動に取り組んでいく。集団
活動では、季節感を感じる活動を取り⼊れて
いるが、⼦どもの意欲や能⼒など状況を踏ま
えて、集団活動の内容を提供していく。特
に、指先を使う制作活動は、個々の状態に応
じて制作内容を配慮する。
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いえない いいえ ⼯夫している点

課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容⼜は改善⽬標

15
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを
し、その⽇⾏われる⽀援の内容や役割分
担について確認している

100%

毎⽇のミーティン
グで、その⽇の打
ち合わせや⽀援の
取り組みについて
確認している。ま
た、毎⽇倫理綱領
を唱和して、⽀援
の向上に努めてい
る。

⼦どもたちの想定外の動きを⾒極め、いろい
ろ対応を考えるようにする。いろいろな活動
内容に対応できるよう、話し合いで想定する
幅を広げて検討するようにする。ミーティン
グで、その時の職員の動きもより詳しく設定
していく。

16
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを
し、その⽇⾏われた⽀援の振り返りを⾏
い､気付いた点等を共有している

88% 12%

その⽇の⽀援の振
り返りをし、その
内容を業務⽇誌に
記⼊している。ま
た、職員全員が回
覧し、押印確認を
するようにしてい
る。

⽀援終了後の送迎や清掃の関係で、就業時間
終了までの時間が少なく、⽀援の振り返りに
⼗分な時間が確保ができていないのが課題で
ある。効率よくできる⼯夫をしていく。

17
⽇々の⽀援に関して正しく記録をとるこ
とを徹底し、⽀援の検証・改善につなげ
ている

100%

毎⽇、個別⽀援記
録を必ず記⼊して
いる。継続して⽀
援する場⾯や課題
⾏動での⽀援者の
アプローチ等、今
後につながるよう
な記録をするよう
にしている。

⽀援記録は必ず記⼊するようにしているが、
記録の仕⽅については、よりわかりやすい記
録の仕⽅を検証していく。

18
定期的にモニタリングを⾏い、放課後等
デイサービス計画の⾒直しの必要性を判
断している

100%

６か⽉ごとの⾒直
し（モニタリン
グ）を⾏い、利⽤
児の状況の変化に
対応している。ま
た、送迎時に聞き
取りもして対応し
ている。

⼦どもの成⻑に合わせて、モニタリングをよ
り深めるようにする。その際、今何がその⼦
に必要なのかを全職員で検証する。⾒直しを
する中で、個々の特性についても、認識を深
めていく。

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組
み合わせて⽀援を⾏っている

100%

ガイドラインを職
員に回覧するなど
周知して、確認し
ながら取り組んで
いる。ガイドライ
ン綴りもすぐに出
せるところに置い
ている。

ガイドラインの項⽬は、全職員で読んで踏ま
えているが、地域⽀援の提供に⼯夫さが課題
である。また、異動してきた職員への周知を
図ることも課題である。

20
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者
会議にその⼦どもの状況に精通した最も
ふさわしい者が参画している

100%

児童発達管理責任
者が原則出席する
ようにしている
が、状況に応じ
て、療育現場で主
に関わっている職
員が出席するよう
にしている。

状況に応じて、精通した職員が参画している
が、他職員にも情報を今まで以上に聞き取り
をし、より⽀援の質を上げるように⼯夫して
いく。

 
 
 
 
 
 
 
 
 



チェック項⽬ はい どちらとも
いえない いいえ ⼯夫している点

課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容⼜は改善⽬標

21

学校との情報共有（年間計画・⾏事予定
等の交換、⼦どもの下校時刻の確認
等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブ
ル発⽣時の連絡）を適切に⾏っている

100%

送迎時や電話連絡
等で必ず確認する
ようしている。ま
た、送迎時のトラ
ブルについても適
宜報告・連絡を管
理者にするように
している。また、
保育所等訪問⽀援
を通して、情報共
有を⾏っている。

今後も学校と連携しながら、丁寧な情報共有
をしていき、⼦どもの実態に即した⽀援を⼯
夫しながら取り組んでいく。特に、放課後等
デイサービスでの⼦どもの様⼦を、実際に担
任にも⾒てもらう機会を設定していきたい。

22
医療的ケアが必要な⼦どもを受け⼊れる
場合は、⼦どもの主治医等と連絡体制を
整えている

88% 12%

利⽤児の医療的ケ
アの状況を確認
し、必要に応じ
て、主治医と連携
をとることを保護
者にも確認して⽀
援できるように検
討している。

現在、対象の⼦どもはいないが、利⽤の際に
は、当法⼈の看護師チームにも相談しながら
取り組みたい。

23
就学前に利⽤していた保育所や幼稚園、
認定こども園、児童発達⽀援事業所等と
の間で情報共有と相互理解に努めている

100%

各関係機関と情報
共有を会議等で積
極的に⾏い、就学
前の⽀援につなげ
ている。

就学前に情報共有しているが、取り組む時期
がやや遅いこともあったため、状況を⾒極め
て早めの取り組みをしていく。

24

学校を卒業し、放課後等デイサービス事
業所から障害福祉サービス事業所等へ移
⾏する場合、それまでの⽀援内容等の情
報を提供する等している

100%

移⾏前の担当者会
議等で、情報提供
し、連携すること
でスムーズな移⾏
に取り組めてい
る。

利⽤児の進路状況に応じて、情報共有してい
くことを⼼掛けるが、情報を伝える時期を考
慮し、スムーズな移⾏につなげる。

25
児童発達⽀援センターや発達障害者⽀援
センター等の専⾨機関と連携し、助⾔や
研修を受けている

100%

⽀援会議や担当者
会議を通して、⽀
援の統⼀に取り組
んでいる。また、
法⼈他事業所（イ
コール）とも情報
交換しながら、助
⾔や研修を受けて
いる。

研修計画を⾒直し、専⾨機関と⽇程等を調整
して研修するようにしていきたい。また、も
う少し幅広い内容の研修を検討し、必要な助
⾔を求めるようにする。

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、
障がいのない⼦どもと活動する機会があ
る

50% 37% 13%

児童クラブ等との
交流は、実現でき
ていないが、地域
の⾏事に参加する
ことをしている。

今現在コロナウィルス感染防⽌の観点から、
交流はできていないが、感染状況に応じて、
地域の関係施設と何らかの形で交流ができる
ようにしていきたいと考えている。
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チェック項⽬ はい どちらとも
いえない いいえ ⼯夫している点

課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容⼜は改善⽬標

27
（地域⾃⽴⽀援）協議会等へ積極的に参
加している

50% 37% 13%

案内のある協議会
等には、出来る限
り参加すると共
に、法⼈他事業所
とも連携をとって
いる。

現段階では、地域の⾃⽴⽀援協議会会議には
参加できていないが、会議に参加している当
法⼈他事業所から福祉情報を得るようにして
いく。

28
⽇頃から⼦どもの状況を保護者と伝え合
い、⼦どもの発達の状況や課題について
共通理解を持っている

100%

送迎時や個別⾯談
等を通して、利⽤
児の状況について
共通理解を持つよ
うにしている。

送迎時に詳しく伝えれない時には、後ほど電
話で状況を伝え、共通理解を図っている。保
護者から⼦どもの発達や課題についての相談
は迅速対応しているが、必要に応じて、他事
業所との連携を密にしていきたい。

29
保護者の対応⼒の向上を図る観点から、
保護者に対してペアレント･トレーニン
グ等の⽀援を⾏っている

74% 13% 13%

保護者も参加でき
る研修を紹介した
り、ペアレントプ
ログラムの要素を
盛り込んで、保護
者の対応⼒の向上
につながるよう⼯
夫している。

ペアレント・トレーニングやピアカウンセリ
ングを視野に保護者会開催などに取り組んで
いきたい。ペアレントプログラムを学んでい
るため、その内容を今後も活かしていく。

30
運営規程、⽀援の内容、利⽤者負担等に
ついて丁寧な説明を⾏っている

100%

利⽤契約時に、書
⾯にて説明し、同
意を得るように努
めている。また、
⾒学者に対しても
丁寧な対応をして
いる。

運営規程や利⽤者負担等について変更があれ
ば、その都度迅速に伝える。保護者からの⽀
援の内容の質問等にも、充分検討して丁寧に
説明していきたい。

31
保護者からの⼦育ての悩み等に対する相
談に適切に応じ、必要な助⾔と⽀援を
⾏っている

100%

児童発達管理責任
者や主任保育⼠を
中⼼に、保護者の
相談に応じ、保護
者の不安を軽減で
きるように取り組
んでいる。

⼦育ての悩みについては、迅速に対応する
が、必要に応じては、臨床⼼理⼠との⾯談を
設定していくようにする。職員と保護者との
関係性を⼤切にし、今後も話しやすい環境を
整えていくように⼼がけている。

32
⽗⺟の会の活動を⽀援したり、保護者会
等を開催する等により、保護者同⼠の連
携を⽀援している

50% 25% 25%

毎年、保護者会を
開催し、保護者同
⼠の交流が図れる
ようにしている。
現在は、コロナ感
染防⽌のため、状
況を⾒て3⽉開催
予定をしている。

保護者同⼠の交流は、保護者会を通して取り
組みたいが、コロナ感染状況に応じて対応し
ていく。

33

⼦どもや保護者からの苦情について、対
応の体制を整備するとともに、⼦どもや
保護者に周知し、苦情があった場合に迅
速かつ適切に対応している

100%

苦情解決の受付等
に関しての説明を
利⽤契約時に⾏
い、体制は整えて
いる。

常に保護者の意⾒に対して、真摯な姿勢で対
応し、検討を重ね、より質の⾼い⽀援を⾏い
たい。
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34
定期的に会報等を発⾏し、活動概要や⾏
事予定、連絡体制等の情報を⼦どもや保
護者に対して発信している

100%

毎⽉園便りを発⾏
し、園での過ごし
⽅や活動の様⼦を
写真で伝えるよう
にしている。ま
た、⼦育てに参考
となる資料も、そ
の都度配布するよ
うにしている。

毎⽉発⾏はしているが、より詳しく、多くの
⼦どもたちの様⼦が伝えられるように動画を
使⽤する等⼯夫していきたい。

35 個⼈情報に⼗分注意している 100%

個⼈情報の取り扱
いは、利⽤契約時
に同意書を交わ
し、その都度保護
者に確認しながら
取り組むようにし
ている。また、書
類は施錠付きの棚
に収納している。

個⼈情報となる内容に相当するかを全職員で
検討しながら、保護者に同意を得ながら⼗分
注意していきたい。

36
障がいのある⼦どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮をしている

100%

⼦どもの特性や必
要に応じて、絵
カードやスケ
ジュール表、ホワ
イトボード等を活
⽤している。

保護者との意思の疎通や情報伝達に関して
は、電話や⾯談で⾏っているが、より詳細な
事についての内容には、より丁寧な対応をし
ていきたい。

37
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等地
域に開かれた事業運営を図っている

38% 50% 12%

法⼈30周年アト
リエもえ展を地域
の⽅にポスターな
どで発信してい
る。

⼾次なごみ園⾃体に地域住⺠を招待するとこ
ろまではできていないが、今後コロナ感染状
況に応じて交流会などの⾏事を⼯夫していき
たい。

38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアルを策定し、職
員や保護者に周知している

100%

各マニュアルにつ
いては、保護者会
で説明をして周知
するようにする。
新規利⽤の⽅に
は、利⽤開始時に
説明し、理解して
いただいている。

今後も保護者会などを通して、丁寧に説明を
していき、訓練実施も⼦どもの実態に即して
⼯夫しながら取り組んでいく。

39
⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、
救出その他必要な訓練を⾏っている

75% 25%

⼦どもたちの特性
に応じての形式
で、年2回避難訓
練を想定して⾏っ
ている。備蓄品の
準備はしている。

⼦どもたちの避難⾏動がスムーズにできるよ
うに個々に応じて視覚⽀援等を⽤いていきた
い。保護者への周知不⾜も今後の課題であ
る。

 
 
⾮
常
時
等
の
対
応



チェック項⽬ はい どちらとも
いえない いいえ ⼯夫している点

課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容⼜は改善⽬標

40
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を
確保する等、適切な対応をしている

100%

虐待に関する
チェックシートを
定期的に職員に記
⼊してもらい、⽇
常の⽀援の振り返
りに取り組んでい
る。また、毎年法
⼈虐待防⽌研修会
にも参加するよう
にしている。

各職員の虐待防⽌チェックシートの結果を踏
まえて、職員会議で⽀援の⾒直しをして、よ
り適切な対応をするようにしていきたい。

41

どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を
⾏うかについて、組織的に決定し、⼦ど
もや保護者に事前に⼗分に説明し了解を
得た上で、放課後等デイサービス計画に
記載している

100%

安全⾯での配慮に
ついて、放課後等
デイサービス⽀援
計画書に記載し、
対応についての説
明をし、同意を得
るようにしてい
る。

⾝体拘束についての考え⽅（3要件など）に
ついては、常に職員間で確認しているが、ど
のように対応するのがよいか今後も慎重に検
討していくようにする。虐待防⽌委員会にも
事例について提案していきたい。

42
⾷物アレルギーのある⼦どもについて、
医師の指⽰書に基づく対応がされている

100%

⾷物アレルギーに
関する⼦どもにつ
いては、保護者と
情報共有し、主治
医の指⽰に応じて
対応するようにし
ている。

今後も⾷べ物アレルギーに関しての相談や知
識を法⼈看護師と連携しながら取り組みた
い。

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内
で共有している

100%

ヒヤリハット報告
書に事例を記⼊
し、職員間で情報
確認・共有をする
ようにしている。
必要に応じて、業
務⽇誌にも記⼊
し、職員間で意識
するようにしてい
る。

ヒヤリハットがあった場合、報告書を提出し
てもらうが、会議での検討をより綿密にして
いきたい。


